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Abstract:
The purpose of this study is to investigate and find a method to improve the agility of an athlete. Therefore I am studying agility when I 
wore nonskid functional socks (TS).
The subjects were made up of 12 men and women who compete in fencing, along with 33 men and women basketball players. The 
subjects are the top athlete of the university student body.
Agility of fencing and basketball skill test items were Side step, Marche & Romp, Step 50, Circle dribble, Vertical jump.
Comparing regular socks with TS commercial sports socks (NS) the measurements were taken at intervals of three minutes and carries it 
out for four repetitions. TS and NS change during each measurement of activity for each individual athlete.
Result are as follows:
Wearing TS socks, agility improved. Furthermore, the possibility that TS did not reduce agility was suggested even as I felt fatigue 
beginning to set in addition, the possibility that the triple support function that TS had prevented foot and ankle injury was suggested.
However, the effects of condition setting of TS need to be clearer if the subject is to wear it properly. On the surface, the subject aligned 




ング選手男女 12 人、バスケットボール選手男女 33 人であった。測定項目は、反復横跳び、マルシェ・ロンペ、ステップ 50、サー
クルドリブル、垂直跳びであった。TS と比較したソックスは市販のスポーツソックス（以下、NS）であった。測定はインター




































































クス and 着圧」、「ソックス and フェンシング」、「機能性ソッ
クス」、「ソックス and 運動 and 機能」、「ソックス and 競技




























タがそろっていた計 45 人であった（表 1）。













　TS と比較するための NS（図 3）は、一般に市販されて
いるいわゆるスポーツソックスであり特別な機能を有さな
い。














に行わせた。また、TS と NS の履き替えはこのインターバ
ル中に行わせた。
　実験Ⅰの被験者は Fen.M および Fen.N とし、1 回目の測
定は TS を着用（以下、TS1）し、2 回目の測定は NS を着用（以
下、NS2）した。3 回目の測定は TS を着用（以下、TS3）し、
4 回目の測定では NS を着用（以下、NS4）した。
　実験Ⅱでは Bask.F を被験者とし、1 回目の測定は NS を
着用（以下、NS1）し、2 回目の測定は TS を着用（以下、
TS2）した。3 回目の測定は NS を着用（以下、NS3）し、
4 回目の測定では TS を着用（以下、TS4）した。
　 実 験 Ⅲでは Bask.M をさらに 2 群（Bask.M-1 および
Bask.M-2）に分け、TS と NS の着用を互いにずらして測
定を行うクロスオーバー比較試験を実施した。すなわち、
Bask.M-1 は 1 回目の測定で TS を着用（以下、TS1）し、2
回目の測定は NS を着用（以下、NS2）、3 回目の測定は TS
を着用（以下、TS3）、4 回目の測定では NS を着用（以下、
NS4）した。Bask.M-2 は 1 回目の測定で NS を着用（以下、
NS1）し、2 回目の測定は TS を着用（以下、TS2）した。











　実験Ⅰでは、30 秒間における幅 1m の反復横跳びの最大
反復回数（以下、30 秒反復横跳び）、および図 6 に示したフェ
表１．被験者 
  人数 年齢〔歳〕 身長〔㎝〕 足長〔㎝〕 体重〔㎏〕 
実験Ⅰ 
Fen.M 8 19.4 ± 1.4 173.2 ± 5.9 26.7 ± 1.0 65.2 ± 6.4 
Fen.F 4 18.8 ± 0.5 160.5 ± 4.0 24.3 ± 0.5 53.7 ± 4.2 
実験Ⅱ Bask.F 14 19.7 ± 1.3 166.8 ± 8.1 25.0 ± 0.8 61.5 ± 5.8 
実験Ⅲ 
Bask.M1 10 20.5 ± 0.9 177.0 ± 8.2 28.2 ± 1.0 70.5 ± 8.8 























































































































　実験Ⅱでは、20 秒間における幅 1m の反復横跳びの最大












　ステップ 50 測定における総移動距離は 50m である。測















　実験Ⅲでは、30 秒反復横跳び、ステップ 50 の 2 種目であっ
た。
4-4．疲労感
　1 ～ 4 回目までの各測定直前における疲労感を比較するた
めに、各実験において数値評価スケール（Numeric Rating 
Scale：以下、NRS）を用いて主観的評価を共通に行った。
　NRS を用いた測定では、全く疲労感がない状態を 0 とし、
疲労感がこれ以上にない最も大きいと感じた場合を 10 とし
て、0 から 10 までの数値を選択させ、各測定開始直前に被
験者個々から聞き取り記録した。
5．分析
　統計処理は、IBM SPSS　Statistics Ver.19 for Windows
を使用した。図 8 ～ 18 までの結果は平均値±標準偏差で
示し、各実験群の測定値の時系列的変化においては一元配
置分散分析を行い、その後の多重比較では Scheff e を用い
















































　30 秒反復横跳びの結果を図 8 に示した。Fen.M では、
NS2（94.7 ± 5.6 回）と NS4（97.4±5.9 回）に減少する傾向
がみられ、TS1（103.6 ± 9.0 回）と TS3（109.1±8.8 回）で
は NS4 と比較し有意な増加を示した。Fen.F でも TS3（90.6
± 10.5 回）に増加を示す傾向がみられたが NS2（83.3±10.0
回）と NS4（82.6 ± 13.6 回）と比較して有意差は認められな
かった。
　マルシェ・ロンペの結果を図 9 に示した。Fen.M では、
NS2（11.1 ± 0.7 秒）と NS4（11.5±0.6 秒）に比較し、TS1（10.5
± 0.7 秒）と TS3（10.2 ± 0.7 秒）が低値を示す傾向が見られ、
NS3 と NS4 の間には有意差が認められた。Fen.F でも Fen.
M と同様な速さの増減傾向がみられたが有意差は認められ
なかった。
　疲労感の結果を図 10 に示した。Fen.M および Fen.F の
平均値はいずれも毎回増加する傾向がみられた。Fen.M で
は、測定 1 回目（3.57 ± 1.71）と測定 4 回目（6.28±0.48）の
間に有意差が認められた。




　20 秒反復横跳びの結果を図 11 に示した。NS1（55.0±
4.3 回）と比較し TS2（59.3 ± 4.8 回）は有意な増加を示
し、NS3（58.1 ± 2.7 回）は TS2 よりも減少する傾向を示し、
TS4（59.8 ± 3.7 回）は NS1 と比較し有意な増加を示した。
　ステップ 50 の結果は図 12 に示した。NS1（17.6±0.7 秒）
と比較し TS2（16.6 ± 0.7 秒）は有意な低値を示し、NS3（17.0
± 0.7 秒）は TS2 よりも高値を示す傾向が見られ、TS4（16.5
± 0.7 秒）は NS1 と比較し有意な低値を示した。
　サークルドリブルの結果は図 13 に示した。NS1（8.77±
0.35 秒）と比較し TS2（8.05 ± 0.29 秒）は有意な低値を示し、
NS3（8.40 ± 0.30 秒）は TS2 よりも高値を示す傾向が見ら
れたが NS1と比較して有意な低値を示した。また、TS4（8.00
± 0.23 秒）は NS1 と比較し有意な低値を示した。




比較し測定 3 回目（4.50 ± 1.26）と測定 4 回目（5.50±1.50）
では有意な増加が認められた。また、測定 2 回目（2.40±0.96）
と比較し測定 3 回目と測定 4 回目は有意な増加を示した。
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　30 秒反復横跳びの結果を図 16 に示した。Bask.M-1 で
は TS1 と TS3 が増加を示す傾向が見られ、Bask.M-2 でも
TS2 と TS4 が増加を示す傾向が見られた。しかし、これら
の変化に有意差は認められなかった。
　ステップ 50 の結果を図 17 に示した。Bask.M-1 では TS1
と TS3 が低値を示す傾向が見られ、Bask.M-2 でも TS2 と
TS4 が低値を示す傾向が見られた。このうち、Bask.M-2 で
は、NS1（13.7 ± 0.2 秒）と比較し TS2（13.7±0.4 秒）は有
意な低値を示し、NS3（14.2 ± 0.4 秒）は TS2 と比較し有意
な高値が認められた。
　疲労感の結果を図 18 に示した。各回の平均値はいずれ
も毎回増加する傾向がみられた。Bask.M-1 では測定 1 回目
（5.11 ± 2.57）と比較して測定 3 回目（8.11±1.36）において
有意な増加を示した。また、測定3回目の値は測定2回目（6.66
± 2.23）と比較して有意な増加であり、測定 2 回目と比較し
て測定 4 回目（9.44 ± 0.52）は有意な増加を示した。Bask.
M-2 では、測定 1 回目（3.90 ± 1.59）と比較し測定 3 回目（6.40
± 0.84）と測定 4 回目（7.80 ± 0.78）が有意な増加を示した。
図 16. 実験Ⅲにおける 30 秒反復横跳び
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ける Fen.M のマルシェ・ロンペ、Bask.F のステップ 50 お
よびサークルドリブル、Bask.M-2 のステップ 50 の結果に
おいても同様なメカニズムのあったことが考えられる。
　Fen.F の反復横跳びおよびマルシェ・ロンペ、Bask.M-1、











よびステップ 50 の結果に有意な変化が認められた Bask.
F の疲労感が測定 1 回目で 1.60 ± 0.54 であったのに対し
て、Fen.F では 4.25 ± 1.94 と約 2.6 倍大きかったのではない
かと思われる。また、Bask.M-1 の疲労感は 5.11±2.23 であ
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TS 着用時に結果が良くなる一方で NS 着用時に結果が悪く
なるという傾向がみられた。しかし、ステップ 50 の結果で
は Bask.M-2 には有意な変化が認められ、Bask.M-1 には認
められなかった。この点に関しても、Bask.M-1 と Bask.M-2
の疲労感を比較すると、測定条件は一定であったにもかか




　しかしながら、Fen.F では測定 3 回目の疲労感が 6.00±
1.63 まで高まっていたが反復横跳びの値は NS2 と比較し
TS3 が増加を示した。同様に、Bask.M-1 は TS3 の疲労感
は 8.11 ± 1.36 まで高まっていたが反復横跳びの値は NS2 よ










































































































































害発生が顕著であることも TS の改良点を示唆している 28）。
　河村らの研究では 30）、リアルタイム 3 次元動作解析シス
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